
　

広
島
藩
の
能
楽
に
つ
い
て
は
、
『
済
美
録
』
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
で

太
祖
長
政
か
ら
六
代
綱
長
ま
で
の
伝
記
分
、
写
真
帳
二
五
〇
冊
が
閲
覧
可

能
）
等
に
基
づ
い
た
『
新
修
広
島
市
史　

第
四
巻
文
化
風
俗
史
編
』
（
昭
和

三
十
三
年
）
が
今
で
も
最
も
詳
し
く
、
こ
れ
を
凌
ぐ
論
考
は
ま
だ
な
い
。
広

島
藩
の
御
抱
え
役
者
（
扶
持
人
）
は
江
戸
・
京
・
広
島
に
い
た
。
京
の
役
者

に
つ
い
て
は
『
能
之
訓
蒙
図
彙
』
（
貞
享
四
年
刊
）
に
載
り
、
広
島
の
役

者
は
『
知
新
集
』
（
新
修
広
島
市
史　

第
七
巻
資
料
編
）
に
御
役
者
多
門
に

つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
他
、
明
治
二
年
前
後
の
状
況
が
『
芸
藩
輯
要
』
（
昭

和
八
年
、
昭
和
四
十
五
年
復
刻
）
や
『
芸
藩
志
』
附
録
「
藩
士
職
禄
簿
」

（
昭
和
五
十
三
年
印
影
版
）
中
の
「
役
者
組
」
、
「
合
力
組
」
、
「
厳
島
尹

支
配
・
役
者
組
」
等
で
わ
か
る
。
江
戸
で
は
『
浅
野
家
文
書
』
（
大
日
本
古

文
書
）
や
『
済
美
録
』
等
か
ら
幕
府
御
用
の
五
座
役
者
（
観
世
・
宝
生
・
金

春
・
金
剛
＋
喜
多
）
を
そ
の
都
度
雇
っ
て
い
た
と
知
れ
る
が
、
藩
主
が
習
う

の
は
固
定
し
て
い
た
よ
う
で
、
シ
テ
方
で
は
喜
多
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は

北
七
大
夫
三
男
の
喜
多
権
左
衛
門
知
能
が
第
三
代
藩
主
綱
晟
の
代
に
能
大
夫

と
し
て
召
し
抱
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
も
お
抱
え
役
者
に
七
大

夫
の
弟
子
が
い
た
ら
し
い
（
表
章
『
喜
多
流
の
成
立
と
展
開
』
）
。
明
治
以

後
に
広
島
出
身
の
喜
多
流
能
楽
師
が
輩
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
藩
士
の

間
で
も
喜
多
流
が
主
流
だ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　

一
方
、
小
林
健
二
「
「
保
田
家
旧
蔵
浅
井
織
之
丞
等
書
翰
」
解
題
と
翻

刻
」
（
『
能
楽
研
究
』
36
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
に
よ
っ
て
、
文
化
文
政

期
に
は
城
下
の
商
家
を
中
心
に
東
西
二
つ
以
上
の
謡
の
講
社
が
存
在
し
た
こ

と
、
大
坂
町
方
の
観
世
流
能
楽
師
で
あ
る
浅
井
織
之
丞
が
こ
れ
ら
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
保
田
家
の
初
代
で
あ
る
内
蔵

（
後
に
太
郎
左
衛
門
）
は
浅
野
氏
の
広
島
移
封
に
随
行
し
た
旧
家
臣
で
、
浪

人
後
に
縄
屋
と
称
し
て
商
売
を
始
め
た
。
代
々
京
橋
町
で
町
年
寄
を
勤
め
た

豪
商
で
、
当
主
は
代
々
観
世
流
の
謡
を
嗜
ん
で
い
た
よ
う
で
、
同
家
旧
蔵
の

延
宝
以
後
の
九
種
の
観
世
流
刊
行
謡
本
の
揃
い
が
現
存
（
広
島
県
立
文
書
館

蔵
）
す
る
。
徳
川
家
康
と
の
繋
ぎ
役
で
あ
っ
た
浅
野
長
政
が
家
康
と
同
じ
く

観
世
大
夫
を
贔
屓
に
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
長
政
自
身
は
ワ
キ

で
の
出
勤
記
録
が
あ
る
ば
か
り
だ
が
、
家
中
に
観
世
流
を
嗜
む
者
が
い
た
可

能
性
は
あ
ろ
う
。
和
歌
山
時
代
の
浅
野
氏
が
関
与
し
た
演
能
記
録
は
少
な
い

も
の
の
、
下
間
少
進
ら
本
願
寺
系
の
能
役
者
の
出
勤
が
目
立
つ
。
し
か
し
、

こ
れ
は
秀
吉
政
権
下
の
大
名
家
共
通
の
現
象
で
、
幸
長
・
長
晟
が
ど
の
流
儀

を
習
っ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
三
浦
裕
子
「
金
春
又
右
衛

門
流
太
鼓
方
鈴
木
家
に
つ
い
て
」
（
『
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
20
号
、

二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
鈴
木
家
の
初
代
半
七
正
慶
も
幸
長
時
代
の

小
姓
役
で
あ
り
、
広
島
城
下
に
は
、
和
歌
山
時
代
か
ら
浅
野
氏
に
仕
え
た
家

〈
研
究
会
研
究
報
告
〉
江
崎
家
旧
蔵
謡
伝
書
『
師
伝
書
』
を
読
む

『
師
伝
書
』
に
見
る
広
島
藩
の
能
楽
事
情
な
ど

�

樹　

下　

文　

隆
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筋
が
相
当
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
保
田
太
郎
左
衛
門
が
観
世
流
の
謡
を
嗜

ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
和
歌
山
以
来
の
浅
野
家
臣
に
は
観
世
流

の
謡
を
習
っ
た
者
も
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
浅
野
氏
以
前
の
毛
利
氏
・
福
島

氏
の
能
楽
は
金
春
系
だ
っ
た
の
で
、
浅
野
氏
入
部
に
よ
り
、
広
島
に
観
世
系

も
導
入
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

今
回
、
翻
刻
し
た
『
師
伝
書
』
は
、
江
戸
前
期
に
京
観
世
の
謡
が
広
島

城
下
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
服

部
宗
巴
（
福
王
盛
親
）
に
師
事
し
た
不
求
翁
（
？
～
一
七
一
〇
）
を
「
観

世
流
中
興
開
山
」
と
呼
ぶ
本
書
の
序
文
は
、
先
の
推
測
を
裏
付
け
る
よ
う
な

伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
か
く
も
、
不

求
叟
門
人
の
猶
（
楢
？
）
原
氏
、
そ
の
門
人
で
上
京
し
て
観
世
大
夫
直
弟
の

為
楽
に
八
年
間
師
事
し
た
武
永
茂
左
衛
門
（
風
叟
）
、
そ
の
門
人
で
あ
る
本

書
の
作
者
へ
と
、
京
観
世
の
流
れ
を
汲
む
謡
愛
好
家
が
江
戸
前
期
か
ら
脈
々

と
広
島
城
下
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
本
書
は
、
こ
れ
ま
で

漠
然
と
喜
多
流
一
辺
倒
と
考
え
ら
れ
て
い
た
江
戸
期
の
広
島
能
楽
に
対
す
る

見
方
に
再
考
を
促
す
資
料
と
言
え
よ
う
。
本
書
に
記
載
さ
れ
た
人
名
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
特
定
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
い
。
た
だ
、
楢
（
猶
）
原
・
近

（
進
？
）
藤
・
芥
河
（
川
？
）
・
吉
村
等
の
姓
は
『
藝
藩
輯
要
』
や
『
芸
藩

志
』
中
に
複
数
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
藩
士
に
つ
な
が
る
人
物
と
考
え
ら
れ

る
。

　

『
師
伝
書
』
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
広
島
城
下
で
の
京
観
世
の
謡
盛
行
の

地
盤
が
あ
っ
た
の
で
、
文
化
文
政
期
の
浅
井
織
之
丞
の
活
動
が
可
能
で
あ
っ

た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
広
島
城
で
の
演
能
に
は
城
下
の
町

方
が
地
謡
等
で
参
勤
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
際
は
喜
多
流
に
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
同
様
の
事
例
は
萩
藩
や
岩
国
藩
の
能
楽
記
録
に
も
散
見

す
る
が
、
そ
の
都
度
、
シ
テ
方
の
謡
に
合
わ
せ
る
た
め
の
稽
古
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

な
お
、
序
文
の
頭
書
朱
注
に
、
「
宝
暦
八
卯
霜
月
芥
河
源
十
郎
宅
ニ
而
福

山
先
生
に
対
面
の
時
」
、
武
永
茂
左
衛
門
は
風
叟
の
号
を
も
ら
っ
た
と
あ
る

が
、
宝
暦
八
年
は
寅
年
で
あ
る
。
朱
注
の
直
前
本
文
に
「
宝
永
七
庚
寅
不
求

翁
卒
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
引
か
れ
て
卯
年
と
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
卯
年
が
正
し
け
れ
ば
宝
暦
九
年
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
宝
永
八
辛

卯
年
で
は
風
叟
は
ま
だ
七
歳
の
少
年
な
の
で
、
そ
れ
は
あ
り
え
な
い
。
宝
暦

八
年
時
（
一
七
五
八
）
、
風
叟
は
五
十
四
歳
で
、
雅
号
に
似
合
っ
た
年
齢
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
の
年
の
冬
に
風
叟
は
「
傷
寒
」
を
患
っ
て

い
る
（
67
条
）
。
そ
れ
以
前
に
上
京
し
、
帰
広
直
後
に
発
熱
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
た
だ
、
序
文
に
は
宝
暦
七
年
に
広
島
を
訪
れ
た
高
安
彦
太
郎
に
風
叟

が
師
事
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
宝
暦
八
年
か
九
年
の
時
点
で
の

わ
ざ
わ
ざ
の
上
京
と
師
家
の
福
王
と
の
対
面
は
い
さ
さ
か
疑
わ
し
い
。
か
り

に
上
京
し
た
と
す
れ
ば
、
京
の
芥
河
源
十
郎
宅
と
は
、
「
藩
士
職
禄
簿
」
合

力
組
（
京
都
）
に
芥
川
佐
右
衛
門
（
七
人
扶
持
）
・
同
喜
兵
衛
（
五
人
扶

持
）
が
頼
復
次
郎
（
山
陽
次
男
、
支
峰
）
の
次
に
並
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
彼
ら
の
祖
に
つ
な
が
る
家
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
『
平
安
人
物
志
』

（
明
和
五
年
刊
）
に
載
る
芥
川
養
軒
（
丹
丘
、
一
七
一
〇
～
八
五
）
の
養
家

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
福
山
が
福
王
の
誤
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
当

時
に
江
戸
詰
め
の
茂
左
衛
門
・
茂
十
郎
で
は
な
く
、
福
王
雪
岑
以
外
に
は
考

え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
老
齢
に
達
し
た
風
叟
は
眼
病
を
患
っ
て
い
た
よ
う

で
、
上
京
の
可
能
性
は
低
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
時
期
に
風
叟
が
上

京
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
福
山
は
福
王
の
誤
り
で
は
な
く
、
芥
河
源
十
郎

宅
も
城
下
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
福
山
・
芥
河
（
芥
川
）
の
姓
は
『
芸
藩
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輯
要
』
で
確
認
で
き
る
。

　

『
師
伝
書
』
に
は
、
広
島
城
下
で
催
さ
れ
た
追
善
謡
会
の
記
事
が
二
つ

載
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
不
求
翁
の
存
命
時
に
営
ま
れ
た
国
前
寺
で
の
追
善

謡
会
（
３
条
）
で
あ
る
。
国
前
寺
は
広
島
新
開
尾
長
村
（
現
広
島
市
東
区
山

根
町
）
に
あ
る
日
像
開
基
と
伝
え
る
日
蓮
宗
の
由
緒
寺
院
で
、
も
と
は
日
像

の
弟
子
と
な
っ
た
暁
忍
の
名
を
冠
し
た
寺
で
あ
っ
た
の
を
、
二
代
藩
主
浅
野

光
晟
の
正
室
満
姫
（
加
賀
藩
主
前
田
利
常
三
女
。
自
昌
院
）
の
帰
依
に
よ

り
、
浅
野
家
菩
提
寺
と
し
て
寺
領
二
百
石
を
付
さ
れ
国
前
寺
と
改
め
た
。
し

か
し
、
幕
府
の
不
受
不
施
派
禁
圧
に
よ
り
、
受
不
施
派
へ
と
変
更
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
は
菩
提
所
を
廃
さ
れ
寺
領
も
没
収
さ

れ
た
。
追
善
謡
会
の
時
期
が
元
禄
五
年
以
前
か
以
後
か
は
わ
か
ら
な
い
も
の

の
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
の
棟
板
が
残
る
本
堂
と
、
ほ
ぼ
同
時
代
に

建
造
さ
れ
た
庫
裏
が
現
存
し
て
い
る
。

　

あ
と
一
つ
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
十
月
浄
国
寺
追
善
謡
会
（
68

条
）
で
あ
る
。
浄
国
寺
は
、
広
島
新
開
西
地
方
町
（
現
広
島
市
中
区
土
橋

町
）
に
あ
る
浄
土
宗
寺
院
で
、
天
明
年
間
の
広
島
城
下
絵
図
（
『
新
修
広

島
市
史
』
第
５
巻
地
図
④
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
知
新
集
』
に
よ
れ

ば
、
無
衰
山
古
今
院
と
号
し
、
吉
田
に
あ
っ
た
同
名
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
短

誉
文
慶
が
、
福
島
氏
時
代
に
も
と
毛
利
家
の
別
荘
を
寺
地
に
与
え
ら
れ
て
移

住
し
た
。
宮
島
光
明
院
の
聖
僧
誓
真
の
墓
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
本
書
が
江
崎
家
に
蔵
さ
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
憶
測
の
域

を
出
な
い
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

　

ま
ず
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
、
江
崎
家
が
瀬
戸
内
沿
岸
で
の
神
事
能
・
勧

進
能
に
出
勤
し
、
当
地
で
広
島
か
ら
参
勤
し
た
能
役
者
と
交
流
し
た
結
果
、

入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
生
じ
よ
う
。
た
と

え
ば
、
小
林
健
二
『
沼
名
前
神
社
神
事
能
の
研
究
』
（
一
九
九
五
年
、
清
文

堂
）
に
よ
れ
ば
、
福
山
の
鞆
に
あ
る
沼
名
前
神
社
神
事
能
に
、
文
化
十
年
に

は
庄
左
衛
門
（
四
世
直
義
）
と
千
右
衛
門
（
五
世
直
充
）
、
万
延
元
年
に
は

千
之
助
（
七
世
直
郷
）
が
参
勤
し
て
い
る
。
た
だ
、
庄
左
衛
門
や
千
右
衛
門

は
孔
雀
大
夫
（
姫
路
藩
能
大
夫
）
や
河
島
本
次
郎
・
柳
川
与
兵
衛
（
不
明
。

千
歳
も
勤
め
た
河
島
は
若
年
か
。
共
に
神
事
能
番
組
で
は
一
回
の
み
登
場
）

の
ワ
キ
を
、
千
之
助
は
浅
井
喜
二
郎
と
清
次
郎
（
京
役
者
。
片
山
弟
子
）
の

ワ
キ
を
勤
め
て
お
り
、
姫
路
や
上
方
で
共
演
す
る
こ
と
の
多
い
シ
テ
方
の
誘

い
を
受
け
て
の
参
加
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
瀬
戸
内
沿

岸
で
の
演
能
記
録
が
見
つ
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
広
島
の
役
者
と
の
共

演
で
な
い
限
り
、
広
島
の
役
者
と
の
交
流
を
推
測
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
、
江
崎
家
が
広
島
城
下
で
の
演
能
に
参
加
し
た
可
能
性
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
は
、
福
王
門
流
に
連
な
る
広
島
の
能
楽
愛
好
家
と

接
触
す
る
機
会
は
当
然
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
在
広
島

の
福
王
門
流
が
上
方
を
訪
れ
る
際
に
、
姫
路
の
江
崎
家
に
立
ち
寄
っ
た
可
能

性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
江
崎
家
資
料
か
ら
そ
れ
ら
し
い
痕
跡
を
い
ま

だ
見
出
し
得
て
い
な
い
の
で
、
広
島
城
下
の
近
世
資
料
か
ら
こ
れ
を
証
拠
立

て
る
資
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
ほ
か
な
い
。

　

も
う
一
つ
に
、
江
崎
家
が
意
図
的
に
集
書
活
動
を
し
た
結
果
と
い
う
可
能

性
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
江
崎
家
に
は
版
本
の
他
に
、
進
藤
以

三
の
『
筆
次
抄
』
や
久
枝
茂
喬
序
『
素
謡
要
略
』
（
「
永
正
元
年
観
世
道
見

在
判
伝
書
」
を
合
写
）
な
ど
写
本
の
謡
伝
書
も
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
、
本
書

の
場
合
も
、
特
段
に
広
島
と
江
崎
家
の
接
点
を
探
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
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